
　次の各問いに答えなさい。１
(1)　 3

0 1-1 % 24  & 0 1- 22 　を計算しなさい。

(2)　 3a 2b & 8 9
1

2 3a 2b
 　を計算しなさい。

(3)　 
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　を計算しなさい。

(4)　2 次方程式　 - 2x +5x+6=0　を解きなさい。

(5)　連立方程式　 >
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　を解きなさい。 

(6)　 2U44 -U99 +3U11 　を計算しなさい。

　次の各問いに答えなさい。２
(1)　3 枚のコインを投げる時、裏が 2 枚出る確率を求めなさい。

(2)　1 つの内角の大きさが 140, であるのは正何角形か求めなさい。

(3)　次の ①、② の文章について、それぞれ正しい内容であれば○、誤りであれば%とし

　ます。〇と%の組み合わせとして正しいものを(ア)～(エ)で答えなさい。

　　① 長方形は平行四辺形の特別な場合であるから、平行四辺形の性質をもっている。

　　② 2つの無理数の積は必ず無理数になる。

　　　(ア) ①〇 ②〇　　(イ) ①〇 ②%　　(ウ) ①% ②〇　　(エ) ①% ②%

(4)　下の図形の体積を求めなさい。
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(5)　何人かの子どもに、アメを配ります。この子どもたちにアメを 7 個ずつ配るには 9 個

　不足し、 5 個ずつ配ると 7 個余ります。子どもの人数とアメの個数を求めなさい。

　ある高校の 2 つのクラスA組とB組で 1 問 1 点、全 10 問のクイズを行いました。表はA３
組の生徒の結果を相対度数分布表にまとめたもので、図は B 組の生徒の結果をヒストグ

ラムで表したものです。A 組と B 組の人数は同じ人数です。このとき、次の各問いに答

えなさい。
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　　　　　表　A組の生徒の点数　　　　　　　　　図　B組の生徒の点数

(1)　表の 0 1ⅰ  と 0 1ⅱ  に当てはまる数を求めなさい。

(2)　B 組の生徒の点数の中央値は何点かを答えなさい。

(3)　上の表と図からわかることとして正しいものを次のア～オの中から 2 つ選びその番　

　号を答えなさい。

　　ア　A 組の点数の平均値は B 組の点数の平均値より低い。

　　イ　A 組の最高点と B 組の最高点は等しい。

　　ウ　A 組の点数の中央値と B 組の点数の中央値を比べると A 組の方が高い。

　　エ　A 組の点数の範囲と B 組の点数の範囲を比べると A 組の方が大きい。

　　オ　B 組の点数の中央値と点数の平均値を比べると中央値の方が高い。



4 2cm  

図 1

　1 つの面積が 4 2cm  の正三角形を次の図 1 のように並べます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!　!　!　!
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　　 1 番目　　　　　 2 番目　　　　　　　　 3 番目

 　賢太さんと明子さんがこの図形に関して会話をしています。以下の二人の会話を読ん

で、 0 11  と 0 12  には数値を答え、 ア  ～ エ  には、あてはまる記号を一番下

1 段目

3 段目

2 段目

図 2
にある【選択肢】①～⑧から選びなさい。

［二人の会話］

（賢太さん）「 5 番目の図形に使われている面積 4 2cm  の正三角形の数は 0 11  個だか

　　　　　　　ら、 5 番目の図形の面積は 0 12  2cm  だね。」

（明子さん）「なるほど。では、n 番目の図形に使われている面積 4 2cm  の正三角形の個

　　　　　　　数は ア  個になるから、n 番目の図形の面積 は イ  2cm  になるん

　　　　　　　だね。」

（賢太さん）「図 2 のように 段ごとに分けると n 番目のときは１段目から n 段目の個数

　　　　　　　を順に並べると 1 個、 3 個、 5 個、! ! ! 、 ウ  個となるよ。つまり、

ア  個＝ 1 個 ＋ 3 個＋ 5 個＋ ! ! ! + ウ  個

　　　　　　　なので、 1 から ウ  までの奇数の和を求めてることになってるよ。」

（明子さん）「それなら、奇数に＋ 1 すると偶数になるから

2+4+6+ ! ! ! +{ ウ  +1}= エ  　　になるんだね。」

【選択肢】　①　 n 　② 　4n　 ③　 2n-1　④　 2n+1 　

　　　　 　   ⑤　 2n  　⑥　 4 2n  　 ⑦　 2n +1 　⑧　 2n +n  

　関数 y=a 2x  !!!!①、 y=2x+3 !!!!②、 y=-x+2 !!!!③があります。関数①は点 0 11 , 1  ５
を通ります。次の各問いに答えなさい。

(1)　a の値を求めなさい。

(2)　①と②の交点の座標を求めなさい。

　関数①、②、③とy 軸に平行な直線 x=p の交点のy 座標 1y 、 2y  、 3y  は 1y ) 2y ) 3y  

を満たすものとします。ただし、 p の取り得る範囲は -4(p(3 とします。

(3)　p=1のとき 1y - 2y  の値を求めなさい。

(4)　 1y - 2y  の値が(3)と同じ値になる 1 以外の p の値を求めなさい。

　下の図は球 O が一辺の長さが 2 の正四面体ABCDに外接している様子を表した図です。６
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　点Mは辺BCの中点であり、点Hは点Aから△BCDに向かって下した垂線と△BCDとの

交点Hであるとします。

　このとき、次の各問いに答えなさい。

(1)　線分AMの長さを求めなさい。

(2)　線分AHの長さを求めなさい。

(3)　正四面体ABCDの体積を求めなさい。

(4)　球Oの体積を求めなさい。


